
報道発表（お知らせ）

「情報通信技術で創る未来の医療社会基盤」パネル討論会開催のお知らせ
－安心社会をめざす産学官の連携プログラムの発進－

平成18年6月7日

社会の情報通信化とグローバル化が急速に進展する中、人々が安全・安心に暮らせる環境を創り上げること
は喫緊の課題です。ことに医療をめぐる技術とサービスの向上、現場での安全確保等、医療基盤の高効率・
高機能化においてICT（情報通信技術）が果たすべき役割は重要であり、寄せられる期待も大きくなっていま
す。 

このたび、NICT、横浜国立大学、そして横浜市立大学が中心となり、産業界や国民各階層と広く連携し、ICT
で未来の安心社会医療基盤を創生することをめざす産学官連携プログラムを推進することと致しました。そ
の拠点として横浜国立大学に「未来情報通信医療社会基盤センター（医療ICTセンター）」が設置されました。
本年度から本格的なプログラム展開を図るにあたり、パネル討論会を開催することとしました。 

当日は、各界からパネリストをお迎えし、安心社会を目指すICTの未来技術から実用システムまで、社会の要
請・期待・課題について忌憚なきご意見をいただくパネルディスカッションを予定しています。
皆様におきましては大変ご多忙中とは存じますが、万事お繰り合わせの上、ご来場いただきますようお願い
いたします。 

記 

情報通信技術で創る未来の医療社会基盤
～安心社会をめざす産学官の連携プログラムの発信～

独立行政法人 情報通信研究機構（以下NICT、理事長：長尾 真）は、横浜国立大学（学長：飯田 嘉
宏）、横浜市立大学（学長：ブルース・ストロナク）との共催により「情報通信技術で創る未来の医療社
会基盤」と題したシンポジウムを６月１４日（水）に開催します。

◆日 時：

平成１８年６月１４日(水)
パネル討論 15：00～17：15
レセプション 17：30～19：00
※これに先立ち14：00～15：00、横浜国立大学主催の「未来情報通信医療社
会基盤センター（医療ICTセンター）」開所式が行われます。

◆場 所： 横浜ランドマークホール (http://www.yokohama-landmark.jp/)

◆主 催： 横浜国立大学、NICT、横浜市立大学

◆後 援： 総務省

◆参加費用: 無料 

◆内容の詳細：
横浜国立大学ホームページ内
http://www.mict.ynu.ac.jp/topics03.html をご覧下さい。

◆お申し込み方法：

ホームページ：http://www.mict.ynu.ac.jp/topics03.html に掲載されている、＜
参加申し込み用紙（word、pdf）＞に、必要事項をご記入の上、以下の方法で
事務局（横浜国立大学 医療ICTセンター宛）までご連絡ください。
○Fax又は電話：045-339-4490



別紙

リーフレット

＜問い合わせ先＞
情報通信研究機構 総合企画部 広報室
栗原則幸、大野由樹子
Tel：042-327-6923 、Fax：042-327-7587

＜式典・シンポジウムに関する問い合わせ先＞
横浜国立大学
未来情報通信医療社会基盤センター
担当教授 塩見 正
(事務局)
Tel＆Fax：045-339-4490


